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研究成果の概要（和文）：動物福祉を配慮したブタの飼育法の一つとして、環境からのアプロー

チとして耕作放棄地での豚の分娩、育成、肥育はストレス軽減、免疫機能の上昇、肉のおいし

さの向上が認められた。猫を用いて環境を変えずに安寧フェロモンに暴露した場合の行動と脳

内糖代謝の変化をみた。猫の手術後はフェロモンに暴露した方が痛みとストレスの減少が認め

られる傾向にあったが、脳内糖代謝にはフェロモンによる影響は認められなかった。 

 
研究成果の概要（英文）Raising pigs in the pasture to increase their welfare and decrease 

their environmental stress lead to increase their immune responses, reduce their stress 

related pain from endcrinological data, and final product which were pork meat was juicier 

and softer than the ordinary raised pigs. We utilized feline appeasement pheromone to 

reduce pain related stress in cats and observed by their behavior and cerebral metabolism. 

Appeasement pheromone seemed to reduce pain related stress from its behaviors. However, 

there are no differences in cerebral metabolism by applying appeasement pheromones to 

caged cats. 
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１． 研究開始当初の背景 

近年畜産業界では、動物の福祉（アニマ
ルウェルフェア）に対する関心が高まっ
ており、これを考慮する事が結果的に消
費者の求める安心安全な畜産物の提供
につながっている。本研究では動物福祉
向上のためには避けられないストレス
を軽減するために「安寧フェロモン」に

着目した。 

 

２．研究の目的 

動物福祉向上のために、ブタを用いて、
はじめに豚に適切な環境での飼育法（ス
トレスの少ない飼育法）が豚の内分泌、
行動、さらには生理学的にどのような変
化を及ぼすか、また、最終産物である肉
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への影響を調べた。 

次に、ストレス軽減のために特に環境に
手を加えないで、安寧フェロモンの効果
を調査する事が目的であったが、豚の
PET-CT 撮影ができなかったため、本実
験では猫を用い、猫の安寧フェロモンと
して商品化されてストレス軽減効果が
ある程度認められている Feliway を用
いて、このフェロモンが猫の脳の糖代謝
と行動に与える影響を調べる事を目的
とした。 

 

 

３．研究の方法 

（1）一般的に養豚農家では、母豚となるブ
タは狭いほとんど身動きできないク
レートで飼育され、子豚をそのクレー
トの中で育てる。さらに育成、肥育期
には屋内の限られたスペースにでき
る限り沢山ブタをいれて育成、肥育す
る。この飼育法は豚にとって正常行動
の発現できない環境なため、ストレス
の多い環境であるともいえる。そこで、
豚の適切な飼育の方法の一つの案と
して屋外の耕作放棄地を用いて母豚
を放牧し、屋外において子豚を育成さ
せた。屋内で育った子豚と屋内で育っ
た子豚の生理学的違いと、行動の違い
を観察した。また、両郡の子豚の唾液
中コルチゾール濃度を調べ、環境の違
いが与えるホルモン動態を確認した。 

（2）通常飼育で生まれた子豚を離乳後に屋
内の密度の高い一般的な豚舎で育成
した豚と、屋外に出し、豚の正常行動
を発現させる環境（耕作放棄地）で飼
育した豚のストレス下（耳峡ストレ
ス）での内分泌と行動の動態からみた
生理学的違い、免疫機能の違い、さら
には最終産物である肉の味や組成の
違いを比較した。 

（3）猫を用い、安寧フェロモンと言われる
F3 猫フェイシャルフェロモンの人工
類似物を手術後のストレス下にある
猫に暴露させ、フェロモンの及ぼすス
トレス行動の違いを観察した。また、
フェロモンに暴露させた状態と暴露
させない状態での脳の糖代謝率の違
いを PET-CT を用いて比較した。 

 
 
４．研究成果 
（1）屋外の広い環境で生まれ、育成された
ブタの方が一般的な狭い施設の中で育成さ
れたブタよりも増体率が優位に高く、成長ホ
ルモンと類似した性質をもつ IGF-1値も優位
に高かった。また、屋外で育成したブタの貧
血の指標になるヘマトクリット値が優位に

高く、屋外で育成したブタの方が通常育成だ
と問題になる貧血傾向が全くない事が分か
った。 
屋外育成ブタは行動も豚が通常行う行動を
より発現しており、ストレスの少ない環境、
豚の行動が発現できる環境で豚を育成する
と、生理学的にも良い傾向である事が示唆さ
れた。 
また、耳峡で耳に個体識別をつける痛みを伴
う作業の前後にストレス対応ホルモンであ
る血液中、および唾液中のコルチゾール濃度
を測定した際、屋外でブタらしく育成された
ブタの方が、ストレスに対して耐性がある事
が示唆された。 
（2）離乳後に屋内の狭く、アンモニア濃度
の高い一般的な養豚で見られる環境で肥育
された豚と、屋外の放牧施設で豚の行動を発
言できる環境で肥育されたブタの免疫的な
反応の違いをフローサイトメトリー法で調
べたところ、屋外で肥育されたブタの方が、
より T細胞が活性化されており、また、マク
ロファージもより多い事が分かった。 
また、行動観察を行うと、ストレスの多いと
考えられる屋内環境で肥育されたブタは人
が豚舎に入ってアプローチする等の軽度の
ストレスに対しても逃走するなど不安行動
が優位に多いが、屋外でストレスが少ないと
考えられる環境のブタは、軽度の刺激及び人
が追いかける等のストレス刺激に対して不
安行動が少なかった。 
さらに最終産物である豚肉も屋外で肥育し
たブタの方が屋内の従来法で育てた豚より
臭みがなく、熱を通した際に口どけがよく、
ジューシーで柔らかい。 
（3）猫の安寧フェロモンを避妊や去勢手術
の前後に暴露させた猫群は暴露させなかっ
た群よりも体をより舐める行動がみられ、目
をよりあけていた。痛みに関連する行動がフ
ェロモン暴露群の方が少ないことから、スト
レスから上がる痛みの感受性が減っている
事が示唆された。 
猫安寧フェロモンに暴露させたときと、させ
ないときの PET-CT の画像から、フェロモン
の暴露のありなしで、脳の糖代謝率に変化は
無かった。より resolution の高い画像を用
いて再度試験を行う必要性があるが、フェロ
モンは脳に大きな変化を与えないであろう
ことが示唆された。 
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